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『若い世代の活躍に
期待する

～知好楽のもとで～ 』

第４６回かわさき技術サロン
川崎市コンベンションホール

川崎市名誉市民
東京理科大学 栄誉教授
東京大学 特別栄誉教授

藤嶋 昭





・私の光触媒の研究から

・出前授業の楽しさ

・加古里子先生との思い出

・東京応化科学技術振興財団

・川崎市民アカデミー

・かわさき科学技術サロン

・名言に感動して





太陽のエネルギー

E=mc2

H2 6億トン/sec
・太陽から22億分の1が地球に!!
・1万分の1の利用で、

エネルギー問題解決!!
あと50億年はO.K.





Solar light

A. Fujishima, K. Honda, Nature (1972)



グランルーフ（東京駅八重洲）



フランスフランス

The Louvre Pyramid





2021年4月9日 光触媒空気清浄機5台を、川崎市（集団接種会場）に寄付
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出前授業の楽しさ



出前授業（この1年間）
・小学校

玉川小学校 佐切小学校（豊田市）

平間小学校 矢並小学校（豊田市）ほか

・ちば子ども大学(小学4年～6年生）

・中学校

光塩女子中学校（東京） 髙橋中学校（豊田市）

・高校

横浜サイエンスフロンティア高校

沼津東高校（静岡県）

国分高校（鹿児島）

目黒星美学園高校（東京）

江戸川学園中学高校（茨城県）



・大学

神奈川大学 熊本大学

横浜国立大学 日本大学

・その他

文科省のさくらサイエンスプログラム（アジアの青少年）

もづくりサポートセンター（豊田市）

・教育界

川崎市学校図書館特別講演会

川崎市中学校理科初任者指導力向上検収

大阪府高齢者大学校

日本教育学会

日本学術振興会

愛知県物理化学教育研究会



・学会関係 法人 企業

日本DDS学会

日本環境センター

光触媒工業会

国際ロータリークラブ

住友グループ社長会 白水会

株式会社アデランス

・メディア出演

朝日地球会議2021
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公益財団法人東京応化科学技術振興財団概要

2022年3月24日



財団概要とあゆみ
東京応化工業株式会社創始者 故・向井繁正により
助成事業を「研究費の助成」「国際交流助成」「研究交流促進助成」として、
1987年 5月29日に設立（主務官庁︓科学技術庁（現文部科学省）された。
● 沿革

1988 年 第1回贈呈式
1989 年 特定公益増進法人の認可
1990 年 第1回「向井賞」表彰式
1992 年 第1回向井記念科学講演会
2005 年 東京応化科学技術振興財団特別シンポジウム

「世界に誇れる化学技術を日本から」開催
2006 年 「科学技術の普及・啓発助成」を新設
2011 年 公益財団法人へ移行（主務官庁︓内閣府）
2012 年 活動成果をまとめた書籍発刊支援開始
2014 年 推薦図書セットの寄贈活動開始
2022 年 「作文コンクール」および「団体表彰」事業認定



 化学の領域における基礎研究又は応用研究を対象とし､そ
の研究が先駆的独創的であり、成果が科学技術の振興に貢
献することが期待され得るもので、その研究の終了が概ね
１年程度のものとして、

（１）大学及び高等専門学校
（２）国公立等の試験研究機関
（３）その他この法人で認めた機関に所属する常勤の

研究者に助成している。応募は学会と財団役員
推薦がある。

⇒  1987年からこれまでの助成累計実績
件数 ４２０件
助成金額 約 ４億円

研究費の助成



国際交流助成
 化学の領域における基礎研究又は応用研究に関する国際

研究交流に、貢献することが期待される（１）国外出張
（２）国内集会の開催 （３）国外集会の開催の３つの助
成があり、海外研究者を除く、
① 大学及び高等専門学校、
② 国公立等の試験研究機関、
③ その他（当財団で認めた者の機関に所属する常勤研究者）
なお、応募は学会と財団役員推薦がある。

⇒  これまでの助成累計実績
件数 ２８６件
助成金額 約 1億円



研究交流促進助成

 産業・経済の発展に貢献することが十分期待さ
れる科学技術に関し、産学官等の研究交流の促
進が図れるものを対象として、公募により助成

⇒  これまでの助成累計実績
件数 ８２件
助成金額 約９３００万円

★ 「かわさき科学技術サロン」には毎年ご応募
いただき2022年度も選考委員会にて採択され
ました



 青少年の理科離れを少しでも防ぎたいとの思いから
２００６年に始めたもので、理科や科学が大好きな
青少年を育成する活動を行っているボランティアの
方々を対象に活動費支援を行っており、財団では重
点課題として取り組んでいます。

科学教育の普及・啓発事業

⇒ これまでの助成累計実績
件数 １，４１５件
金額 約２億円

★ 継続申請される団体が多い

科学教育の普及・啓発助成

２００６年
スタート



 「科学教育の普及・啓発助成」を受けられた方々の活動
にはたいへんすばらしいものが多いことから、その活動
成果を学校関係者やボランティア団体の皆様方に広く
知ってもらうとともに活用して頂くことを目的に、その
活動成果をまとめた書籍発刊支援を実施。現在、「新し
い科学の世界へ」シリーズの発刊支援を行っています。

科学教育の普及・啓発事業２０１２年
スタート

活動成果をまとめた書籍発刊支援

ヤングサイエンス選書 開け！科学の扉 新しい科学の世界へ



 子どもたちにより多くの良い本との出会いの機会が生まれ、よ
り多くの日本の将来を担う理科好きの子どもたちが育つことを
願い神奈川県下の小学校、中学校、高校、幼稚園・保育園等の
施設や被災地などへ子どもたちに読んで欲しい推薦図書セット
（小学生向け、中学生向け、高校生向け）の寄贈を行ってきて
おり、現在、こどもたちの年齢に合わせて読んで欲しい図書を
選定した、幼児向けセットを加えた「Phase３」の寄贈を
行っています。

科学教育の普及・啓発事業２０１４年
スタート

推薦図書セットの寄贈活動

小学生向けセット 幼児向けセット



 将来を背負って立つ子どもたちには成長する過程で
大切な「人としての優しさと思いやり」「あきらめ
ない強い気持ち」や「幅広い知識」「想像力」「気
づく力」など、多くのことをこれらの本の中から学
び、そして感じとってもらいたいとの想いから図書
の選定を行っています。

図書の選定にあたって



 神奈川県内各市町村の全小中高校
 被災地
・宮城県 石巻市、気仙沼市、女川町、南三陸町
・福島県 広野町、双葉町、大熊町、浪江町、南相馬市
・熊本県 阿蘇市、益城町
・広島県 坂町（川崎市役所経由）
 その他市町村（郡山市、宇都宮市、御殿場市、阿蘇市、熊谷市

など）

（推薦図書の寄贈先）

推薦図書の寄贈累計実績（2022年2月28日現在）

 セット数 ７，１７４セット
 冊数 １２５，３１９冊
 金額 約 ２億円



推薦図書寄贈へのお礼状など

藤沢市はやぶさ
児童クラブより

南相馬市立小学校より

宇都宮市の
こどもクラブより

川崎市サクラノ幼稚園
つばめぐみより



作文コンクール事業

団体表彰事業

２０２２年
新事業スタート

科学教育の普及・啓発事業

 寄贈している推薦図書の中から対象図書に選定して、青少年
（子どもたち）が成長する過程で大切な「人としての優しさと
思いやり」、「あきらめない強い気持ち」や「幅広い知識」、
「想像力」、「気づく力」をこれらの本の中から学び、そして
感じとってもらい、しっかりと記憶に刻み込むことで将来の日
本を背負って立つ大人に成長してもらいたいという願いから、
読書感想文コンクールを行い表彰を行います。

 子どもたちへの科学教育の普及・啓発活動を行われている団体
等のより一層の活動促進を目的に、これまで「科学教育の普
及・啓発助成」を受けられ、継続した優れた活動を行われてい
る団体又は個人の中から表彰を行います。
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誰でも参加できる市民による市民大学

わからない事がわかるとうれしい

語り合う友もできた

だからアカデミー

藤嶋 昭理事長 太田 猛彦学長
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１９９３年の開学以降、川崎市生涯学習財団が運営
を行ってきました。

２００７年、NPO法人を設立、NPOが運営を担い、生涯

学習財団の支援のもと、 市民による自主運営を行っ
ております。

約１００講座

延べ６０００名受講生

かわさき市民アカデミーの歴史
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講座・WSの企画・編
成

カリキュラム企画・編成委員会

運営

認定NPO法人
かわさき市民アカデミー

協働・支援

公益財団法人
川崎市生涯学習事業団

かわさき市民アカデミー運営組織

主な財源は、受講料と寄附金です。

世話人
（受講生）



現在の会場分布地図

産業振興会館

川崎市生涯
学習プラザ

大山街道ふるさと館新百合21ﾎｰﾙ

川崎市

多摩区

麻
生
区 高津区宮前区

中
原
区

川崎区

幸区

小田急線

南武線

昭和音大



 アカデミーの講座・ＷＳは市民の皆様
（受講生）を中心に、運営されています

 各講座にかかわる運営世話人、代表世話人、
講座担当理事は、ボランティアとして講座の
運営等に参加しています

川崎市生涯学習プラザ

運営世話人と受講生



会場での講座
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生涯学習プラザ
新百合２１ビル多目的

ホール



•玉ねぎ細胞観察

自然観察
施設見学



その他の特徴ある講座

 短期集中講座：一つのテーマでの３回講座

 連携講座：川崎市の大学（昭和音大）、
企業（アジア航測）との連携

 地域協働講座
生涯学習財団と協働で企画・運営を進める、
地域との密着性の高い講座
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1. 開講式：4月
開講式後、記念講演など

2. フェスタ（学園祭）：11月
受講生・地域の方々への学習成果発表の場
（講演会・研究発表・展示・討論・体験教室など）

3. 受講生のつどい：3月
修了証授与、受講生・講師・世話人等

関係者の年一度の親睦・謝恩の会

三大行事
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かわさき市民アカデミー

１回

約６０分

2021年度
川崎市教育委員会

委託事業



「科学のおもしろさ」

川崎市名誉市民
東京大学特別栄誉教授
東京理科大学 栄誉教授

藤 嶋 昭

特別公開講座シリーズ２ 知の豊かさを楽しむ

『～私の出前授業から～』



かわさき科学技術サロンの概要

平成１８年〜現在まで４６回開催

科学技術の最新動向を知り、会員間の
交流をはかることを目的にしてきた。

参加者

１００名〜１５０名
川崎市内を中心に、横浜、東京などか
らの主に５０歳代、６０歳代の方々。
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かわさき科学技術サロン 交流を生み出す３つの要素

１ 科学の最先端を話題提供

２ 講師と参加者による討論

３ 飲食を交えての交流会



基本的には年3回の開催で

１）国の科学技術政策などを中心
例えば society5.0を実現する官民連携の未来の姿

経済産業省 須賀 千鶴 氏
2)   最先端科学技術の動向

例えば 世界を変革する量子コンピューター
日本IBM(株) 森本 典繁 氏

３）川崎市内企業の研究開発の現状
例えば イメージング技術の最新動向と活用事例紹介

キャノン(株) 山田 昌敬 氏
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かわさき科学技術サロン １６年間の実績

第１回（平成１８年） － 第４５回（令和３年）

５１人 ４，６１７人１７か所

登壇
者

施設見学
会

延べ参加者数
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かわさき科学技術サロンを支えてくださった 世話人会の皆様

サロンの企画に携わっていただいた皆様

これまで多くの出会い、そして知的刺激が生まれる場をつくっていただきました。

Special thanks！

・
地方独立行政法人
神奈川県立産業技術総合研究所

・ 慶應義塾大学

・株式会社東芝 ・ 東京応化工業株式会社

・日本電気株式会社 ・ 日本電産株式会社

・ＪＦＥスチール株式会社 ・
国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構

・味の素株式会社 ・ 明治大学

・ 東京理科大学















ご清聴いただき
ありがとうございました


